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 iSALE users group Japan: 本グ
ループは, 科学利用目的であれば無償
で利用できることから世界的に普及
しつつあった｢iSALE shock physics 
code｣を国内の惑星科学コミュニテ
ィに普及するため, 2013 年に発足し
た. 2017 年現在でユーザは 40 名近
くにのぼっており, 世界中の iSALE 
user のおよそ 3 割を占めている. 発
足から4年の間に勉強会を4回, 講習
会を2回開催しており, 英文査読付き
論文 4報, 国際会議集録 5件, 日本語
解説文(査読無) 2 報, 学部卒業論文 1
編という成果を挙げている. また日本
語での情報を集約した wiki とメーリ
ングリストの運用を行っている. 筆者
ら 4 名はこれまでの業績を認められ
た上で iSALE の開発に協力するとい
う意思表示により開発メンバから
iSALE developers として認められた
メンバである.  
 日本国内の iSALE 運用方針の変更: 
2017 年 2 月に iSALE の開発コアメ
ンバより, 日本における iSALE 運用
のあり方の変更について要請を受け
た. (1)アカウント発行基準をより厳
密にすること, (2)アカウント申請前

に日本のグループ内で事前調整をす
ること, の二点である. この背景には, 
開発メンバが日本人研究者の適正を
判断するのが困難な場合があること, 
ソースコードの不必要な拡散を防ぐ
という目的がある. iSALE は非常にユ
ーザフレンドリな設計がなされてお
り, 比較的容易に利用し始めることが
可能なため世界的に広がった. しかし, 
開発メンバが当初想定していたアカ
ウント保持者は衝突物理・数値計算に
習熟している研究者, もしくはそのよ
うな研究者の指導を受けている大学
院生である, とのことであった. また
iSALE の計算条件は実行時に読み込
む 2 つ入力ファイルによって操作さ
れるため, ~1年以内程度の短期利用者
(単発の研究テーマ, あるいは卒論や
修論)の場合はソースコードを読む必
要がない.  
 そこで国内で iSALE developers
として認定されている 4 名が国内の
iSALE 利用に関する管理委員会を発
足することを開発メンバに提案し, 認
められた . 今後の運用方針は (1) 
iSALE アカウント申請時には申請者
に関するコメントを添えて管理委員



会より申請する. ただし原則として衝
突物理・数値計算に習熟している研究
者, もしくはそのような研究者に指導
を受けていて, かつ研究者志望(博士
課程進学希望)の大学院生に限る, (2)
短期利用は国立天文台天文シミュレ
ーションプロジェクト(CfCA)の共同
利用申請を行い, コンパイルされた実
行ファイルを利用する, の二点である. 
後者の場合ソースコードを読んだり, 
書き換えることはできないものの, 計
算条件設定を行う 2 つの入力ファイ
ルは自由に編集できるため, 実用上ほ
とんど問題はない. またコードのイン
ストール, 計算機のメモリ, 記憶容量
に悩まされることなく効率よく
iSALE 計算を実施することができる
点でおすすめである.  
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以下に iSALE に関する情報を列挙す
る.  
 
国 内 iSALE wiki: 

https://www.wakusei.jp/~impact/
wiki/iSALE/ 
※iSALE に関する日本語の情報とこ
れまでの勉強会, 講習会の資料が読め
ます. 
 
 
iSALE users group in Japan ML: 
isale-users-jp@perc.it-chiba.ac.jp 
※国内 iSALE ユーザの情報交換に用
いられています. 
 
 
日本国内 iSALE 管理委員会ML: 
isale-developers-jp@perc.it-
chiba.ac.jp 
※iSALE の新規利用についてはこち
らまでお問い合わせください 
 

 
 
※図や参考文献についてはスライド
の PDFファイルをご参照下さい. 


